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平成27年7月

1プランの性格、計画期間

（1）滋賀の農業･農村および水産業を取り巻く環境の変化を踏まえ、中期的な施策の展開方

向を示す農業・水産業部門の基本計画として、県議会の議決を経て平成23年(2011年)3

月に策定。

（2）計画期間は、平成23年度(2011年度)から平成27年度(2015年度)までの5年間。

2プランの内容、進行管理

（1）基本理念

・滋賀の農業･水産業が持っている強みや潜在的な力を最大限に活かし､「農業の安定経営

と農村の活性化｣、「消費者に支持される農業・水産業の振興｣、「琵琶湖をはじめとした自

然環境の保全｣の3つの視点に立って、農業・水産業の持続的な発展を目指す。

（2）重点戦略

戦略1農業の安定経営戦略2農業水利資産の保全と農村振興

戦略3消費者と生産者をつなぐ戦略4需要に応える農畜産物づくり

戦略5環境こだわり農業と温暖化対策戦略6水産業の再生

（3）進行管理

具体的な数値目標を掲げ、達成状況の把握や施策評価等を通じて進行状況を毎年度把握

、し、その結果をその後の施策展開等に的確に反映。

3平成26年度末の進捗状況の評価（総括）

（1）戦略別の主な評価

戦略1（農業の安定経営）では、集落営農組織の法人化が進むとともに新規就農者の確

保を図ることができた。一方で農地の利用集菰については、十分進捗していない状況にあ

ることから、農地中間管理機構等を活用した農地集積率の向上を図る。

戦略2（農業水利資産の保全と農村振興）では、農業水利施設のアセットマネジメント

の推進体制整備や農業体験者数は、目標達成に向けて順調に進捗している。さらに、世代

をつなぐ農村まるごと保全向上対策の取組については、市町と共同して普及活動に努めた．

結果、国の制度改正の効果等もあり平成26年度は大幅に増加した。

、戦略3（消費者と生産者をつなぐ）では、「おいしがうれしが」キャンペーンの登録
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店舗は、新たに県外への取組を展開するなどして登録店舗数を増加させている。一方で、

県育成水稲品種作付割合は目標と実績に大きな開きがあることから､新品種｢みずかがみ」

の戦略的な拡大等により目標達成に向けた取組を行っていく。

戦略4（需要に応える農畜産物づくり）では、販売用野菜作付面積などの園芸作物生産

において進捗がみられる。一方で、麦の作付面穣については、麦の不適地に新規需要米な

どの作付けを進めているため、横ばいの状況にある。大豆の作付面積については、麦あと

への大豆作付率が増加し目標を上回る作付面談となった。

戦略5（環境こだわり農業と温暖化対策）では、化学合成農薬の使用量は目標を達成し

ている。一方で水稲における環境こだわり農産物栽培面積については伸び悩んでおり、新

品種「みずかがみ」をはじめとする環境こだわり米の作付けを推進するとともに、環境こ

だわり農産物の価値や生産者の努力を消費者等に伝えることで消費、需要の拡大を図る。

戦略6（水産業の再生）では、砂地造成累積面積は、目標に向けて順調に進捗している6

一方、琵琶湖漁業の漁獲量については、ホンモロコやニゴロブナの漁獲量に増加の兆しが

見られるものの、目標と実績に大きな差があり、引き続き、漁場環境の改善、外来魚の駆

除、種苗放流等各施策を着実に実施していく。

(2)進捗状況

計画期間の4年目である平成26年度末の進捗状況については､全体43項目のうち達成

率50％を超えた項目は27項目（62.8%）、50％に満たない項目は16項目(37.2%)であっ

た。

このうち平成26年度に新たに目標値(100%)を上回った指標は「大豆の作付面積」など

2項目であった。また、平成25年度から順調に進捗し新たに達成率が80%を超えた指標は

「年間農業体験者数」など3項目であった。

一方で､達成率0％あるいは1桁の指標は｢琵琶湖漁業の漁獲量｣など5項目(11.6%）

あり、今後これらの改善が課題と認識している。

達成率80～99
1項目

【平成25年度】

一

【平成26年度】
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I成果指標の進捗状況

成果指標については、以下により進捗を把握する。
ア数値で表せるもの達成率により進捗を把握

目標が策定時より数値の増加を目指すもの（実績一策定時)／(目標一策定時)×100
目標が策定時より数値の減少を目指すもの（策定時一実績)／(策定時一目標)×100

（注)達成率がマイナスとなったものについては0%以下、
100を超えたものについては100%以上とする。

イ獣値で我せないもの達成度により進捗を把握
（ｱ）「目標達成に向けて着手」（ｲ）『目標の半ば程度まで達成」
（ｳ）『目標の半ば程度以上達成jに）『目標をほぼ達成jまたは「目標達成」
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